
避難について家族や近所の人と話し合う避難について家族や近所の人と話し合う
｢周辺の危険箇所｣｢避難する場所｣｢避難経路｣などについて、家族や近所の人と話し合っておきましょ
う。いざというときには、あわてず、声を掛け合って、最善の避難行動がとれるように心構えをして
おきましょう。

❺

自宅の位置を確認する自宅の位置を確認する
まず、自宅の位置に印をつけましょう。❶
洪水浸水や土砂災害などの危険を確認する洪水浸水や土砂災害などの危険を確認する
災害ごとのハザードマップを見て、自宅周辺が災害の危険区域になってい
ないか確認してください。

❷

避難する場所を災害ごとに確認する避難する場所を災害ごとに確認する
たとえば、浸水が予想される場合は浸水想定区域にある避難所は開設されな
いなど、災害によって開設する避難所・緊急避難場所は変わってきます。
50ページの「指定避難所・指定緊急避難場所」で、災害別に開設する避難所を確
認し、どのような災害が起きたときはどこに避難するのか決めておきましょう。

❸

安全な避難経路を考える安全な避難経路を考える
❸で決めた避難所・緊急避難場所までの経路を考えましょう。
早めに避難するのが一番ですが、すでに荒天となってしまった場合は｢浸
水の危険のある場所｣を避ける、地震による避難の場合は｢ブロック塀等の
危険な場所を避ける｣など、安全な経路を見つけておきましょう。

❹

自分たちの目で避難経路を確認する自分たちの目で避難経路を確認する
避難所・緊急避難場所までの経路を、実際に家族や近所の人た
ちと歩いてみましょう。マップ上では気が付かなかった危険箇
所や注意点など記録しておきましょう。

❻

避難時の持ち出し品などを準備しておく避難時の持ち出し品などを準備しておく
52ページの｢家族の避難計画マイ・タイムライン｣を参考に、避難す
るときの持ち出し品など、必要なものを準備しておきましょう。

防災訓練に参加しましょう。その際には、この防災ハザードマップを持参ください。

❼

このハザードマップには、普段から災害リスクを認識したうえで、自分が知っ
ておくべき｢危険箇所｣｢避難所・緊急避難場所｣、｢避難経路｣、｢家族との連絡方
法｣などの必要な情報を書き込んで、｢自分だけのハザードマップ｣を作成しま
しょう。

防災ハザードマップの使い方防災ハザードマップの使い方
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※災害の種類によっては利用できない施設があります。

　近年、台風や線状降水帯といった従来の想定を上回る予測困難な集中豪
雨等により、河川の氾濫や土砂災害等が毎年のように全国各地で多発して
います。
　本市におきましても、令和元年房総半島台風の際には、大規模停電の発
生や住宅・建物等に甚大な被害が発生しました。また、令和５年５月には
市内で震度５強の地震を観測しており、今後、首都直下地震も想定される
中、いつ大規模災害に襲われてもおかしくない状況となっています。

　市では、これまで市民の皆様の防災意識を高め、防災・減災に役立てて
いただくことを目的として、令和３年５月に「木更津市防災ハザードマッ
プ」を作成し全戸配布するとともに、令和４年３月に千葉県が、市内３河
川（浮戸川・烏田川・畑沢川）の想定し得る最大規模の降雨による洪水浸
水想定区域を公表したことから、防災ハザードマップを刷新し配布してま
いりました。

　この度、令和６年１月に千葉県が公表し新たに追加となった土砂災害（特
別）警戒区域の反映、視覚障がいをお持ちの方やご高齢の方へ、やさしい
情報を提供することを目的に、スマートフォン等で読み取ることで情報を
音で聴くことができる「音声コード」を導入した防災ハザードマップを新
たに作成しました。

　大規模災害による被害を減らすためには、自分の命は自分で守る「自助」
と、家族や地域で支え合う「共助」が不可欠でありますことをご理解いた
だき、本マップを日ごろの防災対策にご活用いただきますようお願いいた
します。
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